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  夏休みには、自転車に乗る機会が増えると思います。自転車による交通事故は、命にかかわる重大な事故につながり

かねません。ヘルメットの着用状況による致死率では、着用している場合と比較して、着用していない場合の約 2.7 倍と

高くなっています。自転車用ヘルメ

ットを必ず着用し、頭部を守ること

が重要です。交通事故による被害

を軽減するために、子供も大人も

ヘルメットを着用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車に乗るときは必ずヘルメットを着用しましょう 

１ 交通安全について 

これから４０日間の夏休みが始まります。災害級の厳しい暑さが続くと予報されていますが、子どもたち一

人ひとりにとって、楽しく充実した夏休みとなるよう、安心・安全に気を付けて過ごしてほしいと願っていま

す。 

そのために、子どもたちに特に守ってほしい約束が５つあります。一つ一つが大切な約束です。その内容を

リーフレットにまとめました。御家庭でも、安心・安全な夏休みのために、確認していただきたいと思います。 

子どもたちの夏休みを楽しく充実したものにするために 

～安心・安全な夏休みにするための５つの約束～ 

約束① 

青信号であっても、左右の安全を確認して、車が止まってから横断しましょう 

約束② 
（出典）警視庁ＨＰ https://www.keishicho.metro.tokyo.lg.jp/kotsu/jikoboshi/bicycle/menu/helmet.html 

◆道路への急な飛び出しは絶対にしないこと 

◆横断するときは必ず横断歩道を通ること 

  横断歩道ではないところを渡ると、歩行者の姿が自

動車から見えづらく、事故に遭う可能性が高まります。 

特に、交通量が多く、大型車両も数多く通行する道

路も多い府中市では、道路への急な飛び出しは、大き

な事故につながります。 

◆左右の安全確認とともに、運転手が自分を 

認識していることを確かめてから横断すること 

 横断歩道であっても、歩行者の姿が自動車の死角に

入り、運転手からは見えていないかもしれません。横断

時には、運転手とアイコンタクトをしながら、車が止まっ

たのを確認して落ち着いて横断するようにしましょう。 

 

 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 熱中症予防について 

３ 河川・海浜水難事故防止について 

４ 災害安全（防災）について 

のどの渇きを感じる前に、こまめに水分・塩分などを補給しましょう 

約束③ 

海や川には、必ず大人と一緒に行きましょう 

約束④ 

夏休み中に、家族とともに災害に備えましょう 
約束➄ 

 

 毎年河川における死者・行方不明者は約

200 名を超えています。特に子供の水難事

故は、河川での発生が最も多くなっていま

す。川遊びやマリンスポーツは、必ず大人が

子供に付き添い、安全装備を身に付 

けるなどの安全対策を行いましょう。 

ライフジャケットは 
「水辺のシートベルト」 

Action1 災害について知ろう 

 各家庭に配布された防災ブック「東

京くらし防災」及び「東京防災」がリ

ニューアルされました。まずはこちら

を読んで、想定される災害について

考えましょう。 

Action2 家族で確かめよう 

 災害発生時には、家族と離れ

た場所にいる場合を想定し、避

難場所や連絡方法の確認を行

う等、夏休みの機会に話し合い

ましょう。 

Action3 災害に備えよう 

 人口が集中する東京では、在

宅避難という想定もされていま

す。家族が数か月過ごせる備蓄

について考え、自分たちにでき

ることを話し合いましょう。 

令和６年８月３１日（土）は、府中市教育委員会「学校防災の日」として、小・中一斉の引き渡し訓練を行い
ます。夏休み中に、ご家庭でも防災について話し合っていただければ幸いです。 

 汗を大量にかくと、体内の水分とともに塩分やミネラ

ルも奪われてしまいます。水分補給だけを行うと、血液

中の塩分・ミネラル濃度が低くなり、様々な熱中症の症

状が出現します。塩分補給も忘れずに行いましょう。 

屋外だけでなく室内で何もしていないときでも熱中症

を発症する場合もあります。室内でも、外出時でも、こ

まめに水分・塩分補給をするなど、熱中症対策を行い

ましょう。 

 夏季休業中、『熱中症警戒アラート』発表時は、なるべく

外出を控え、暑さを避けることも大切です。昼の時間帯を

避けて外出するなど工夫して生活しましょう。 

室内でも、外出時でも熱中症対策を! 『熱中症警戒アラート』発表時は外出を控える

\\\なるべく控え、暑さを避けましょう 

【出典】農林水産省農村振興局整備部「夏休み期間における農業用の用排水路及びため池への転落事故防止に向けた普及啓発について」（６農振第1 2 7 6 号 令和６年７月４日） 


